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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
新
し
く
指
定
さ
れ
た
町
の
文
化
財
（
前
編
）

　
平
成
二
十
二
年
度
に
新
し
く
町
指
定
と
な
っ
た
文

化
財
に
つ
い
て
二
回
に
分
け
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
精
進
地
区
の
居
村
に
所
在
し
、
中
道
往
還
の

沿
道
で
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
二
件
の
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
曹
洞
宗
寺
院
石

花
山
龍
泉
寺
（
甲

府
市
右
左
口
町
に

あ
る
龍
華
院
の
末

寺
）
の
建
造
物
で

あ
る
本
堂
及
び
庫

裏
が
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
龍
泉
寺
は
、
江

戸
時
代
の
中
期
の

宝
暦
年
間
（
一
七

五
一―

一
七
六
三
）
に
火
災
に
遭
い
焼
失
し
て
い
ま

す
。
「
明
和
三
年
江
戸
神
田
通
□
□
町
法
橋
大
仏
師

木
村
□
□
」
と
い
う
墨
書
が
記
銘
さ
れ
た
木
像
龍
泉

寺
開
山
像
が
伝
世
し
て
お
り
、
現
在
の
本
堂
は
、
明

和
年
間
（
一
七
六
四―

一
七
七
一
）
の
建
築
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
築
様
式

的
に
も
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
本
堂
は
曹
洞
宗
の
寺
院
の
構

造
を
も
っ
て
お
り
、
中
央
の
間
の
左
右
に
は
当
初
角

柱
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
世
の
改
変
に
よ

り
除
去
さ
れ
、
襖
の
溝
が
彫
り
加
え
ら
れ
、
二
間
通

し
の
間
仕
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
の
間
の
天
井

は
、
仏
具
（
吊
り
飾
り
）
の
設
置
の
た
め
に
高
く
改

変
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
庫
裏
の
建
築
年
代
は
、
棟
札
の
記
銘
に
よ
り
寛
政

十
一
年
（
一
七
九
九
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
本
堂
に
続
い
て
時
期
的
に
は
大
き
な

差
が
な
く
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
庫
裏

の
棟
札
に
は
、
「
大
工
西
川
内
粟
倉
村
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
現
在
の
身
延
町
域
に
該
当
し
、
龍
泉
寺
の

建
立
に
は
、
身
延
山
の
寺
院
建
築
を
手
掛
け
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
下
山
大
工
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　
龍
泉
寺
の
寺
院
建
築
は
、
富
士
河
口
湖
町
内
に
お

い
て
船
津
地
区
の
円
通
寺
と
並
び
最
古
級
の
も
の
で
、

大
変
貴
重
な
建
造
物
で
す
。
本
堂
の
み
茅
葺
屋
根
の

構
造
を
留
め
、
庫
裏
は
瓦
葺
き
に
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
指
定
）

　
現
在
に
残
る
諏
訪
神
社
の
本
殿
は
、
江
戸
時
代
末

期
の
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
す
。
一
間
社
流
造
の
杮
葺
の
建
物
で
、
正
面
中

央
に
軒
唐
破
風
付
き
向
拝
を
設
け
た
建
築
で
、
身
舎

正
面
に
は
両
開
き
桟
唐
戸
を
つ
り
込
み
、
側
・
背
面

は
板
壁
、
正
・
側
面
に
高
欄
付
き
榑
縁
を
め
ぐ
ら
し
、

側
面
後
端
に
脇
障
子
を
も
設
け
て
い
ま
す
。
一
間
の

向
拝
は
前
面
を
唐
破
風
と
し
、
身
舎
と
向
拝
と
を
海

老
紅
梁
で
結
び
、
正

面
に
昇
り
高
欄
付
き

木
階
五
級
を
設
け
、

前
に
浜
床
を
備
え
て

い
ま
す
。
諏
訪
神
社

の
本
殿
の
特
徴
は
建

築
意
匠
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。
構
造
材
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
細
部

の
随
所
に
施
さ
れ
た

装
飾
彫
刻
は
き
わ
め

て
多
彩
で
す
。
そ
の
素
材
は
、
動
植
物
か
ら
中
国
の

故
事
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
意
匠
も
華
麗
で
、

そ
の
彫
法
も
精
巧
で
細
や
か
で
あ
り
、
彫
技
も
優
れ

た
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
価
値
か
ら
、

「
諏
訪
神
社
本
殿
」
と
し
て
平
成
十
三
年
に
本
殿
の

み
上
九
一
色
村
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
殿
を
保
護
す

る
覆
屋
は
、
明
治

三
十
九
年
（
一
九

〇
六
）
に
建
立
さ

れ
、
本
殿
を
風
雨

か
ら
守
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
拝
殿

や
幣
殿
と
し
て
も

機
能
し
て
き
ま
し

た
。
本
殿
よ
り
も

覆
屋
の
方
が
六
十

三
年
ほ
ど
新
し
い
も
の
の
、
建
立
さ
れ
て
か
ら
百
年

以
上
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
茅
葺
の
屋
根
の

姿
を
残
す
神
社
建
築
は
、
町
内
で
も
非
常
に
珍
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
覆
屋
に
も
文
化
財
と
し

て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年

に
上
九
一
色
村
の
指
定
と
な
っ
て
い
た
本
殿
と
一
体

の
文
化
財
と
し
て
、
覆
屋
も
指
定
の
追
加
を
行
い
、

文
化
財
の
名
前
を
「
諏
訪
神
社
社
殿
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
（
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
指
定
）

　
二
件
の
文
化
財
と
も
に
、
歴
史
の
道
で
あ
る
中
道

往
還
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
精
進
地
区
の
居

村
を
代
表
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
あ
り
、
町
の
文
化

財
と
し
て
末
永
く
保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
　
（
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

※

後
編
は
、八
月
号
の
広
報
に
掲
載
予
定
で
す
。

　　次
号（
七
月
号
）は
別
内
容
の
記
事
と
な
り
ま
す
。

●
龍
泉
寺
本
堂
及
び
庫
裏
（
新
規
指
定
）

龍
泉
寺
本
堂
及
び
庫
裏
・
諏
訪
神
社
社
殿

●
諏
訪
神
社
社
殿

　
（
本
殿
に
覆
屋
を
追
加
指
定
・
名
称
変
更
）

●
む
す
び
に
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「富士山世界文化遺産登録パネル展・富士河口湖町観光写真コンテスト入賞作品展」
　日本を代表する名山、郷土の誇り「富士山」の豊かな自然や文化、美しい景観を保全し、人類共通のかけがえのない財

産として、後世に継承するため、富士山の世界文化遺産登録推進活動をしており、活動の一環として山梨県及び静岡県で

は「世界遺産と富士山パネル展」を両県の各地で巡回しており、今回は河口湖美術館において開催します。

　併せてまた、富士河口湖町は、富士山を中心に河口湖・西湖・精進湖・本栖湖という４つの湖、そして日本有数の原生林

である青木ヶ原樹海や酪農地帯である富士ヶ嶺など調和のとれた豊かな自然美は多くの人々に親しまれています。富士山

の写真をとおして、富士河口湖町の魅力を発掘し、歴史・文化の紹介や当町のPRと環境保全につながるよう、富士河口湖

町観光写真コンテストを実施し作品を募集してきております。長い伝統をもつコンテストの（第３８回）の入賞作品展を同

会場にて開催いたします。

　富士山の魅力を是非お楽しみください。

会　場：河口湖美術館

会　期：平成２３年６月１８日（土）～７月１０日（日）

　　　（会期中は休館日なし）

開館時間：９時３０分－１７時（入館は16時30分まで）

町民優待カードを持参してください。

河口湖美術館　富士河口湖町河口３１７０　TEL ０５５５-７３-２８２９

町
長
賞

　
小
学
校
低
学
年
の
部
　
　
船
津
小
２
年
　
上
條
　
翔
惟

　
　
　
　
家
じ
だ
っ
て

　
　
　
　
お
て
の
も
の
だ
よ

　
　
　
　
お
と
う
さ
ん

　
小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
小
立
小
５
年
　
中
野
　
吏
希
矢

　
　
　
　
助
け
合
う

　
　
　
　
父
母
を
鏡
に

　
　
　
　
子
は
育
つ

　
中
学
校
の
部
　
　
　
　
　
湖
南
中
２
年
　
加
々
美
　
朋
花

　
　
　
　
男
女
の
差

　
　
　
　
一
緒
に
な
く
し
て

　
　
　
　
輝
く
未
来

　
一
般
の
部
　
　
　
　
　
　
小
立
小
２
年
　
堀
内
　
麗
菜

　
　
　
　
男
と
女

　
　
　
　
力
を
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
助
け
合
う

議
長
賞

　
小
学
校
低
学
年
の
部
　
　
河
口
小
１
年
　
高
橋
　
花
澄

　
　
　
　
パ
パ
と
マ
マ

　
　
　
　
お
も
い
あ
う
こ
こ
ろ

　
　
　
　
し
あ
わ
せ
の
カ
ギ

　
小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
船
津
小
４
年
　
井
出
　
聖
矢

　
　
　
　
家
事
・
す
い
事

　
　
　
　
だ
れ
が
や
っ
て
も

　
　
　
　
い
い
じ
ゃ
ん
け

　
中
学
校
の
部
　
　
　
　
　
湖
南
中
２
年
　
外
川
　
真
之
将

　
　
　
　
作
ろ
う
よ

　
　
　
　
男
女
の
間
に

　
　
　
　
架
け
橋
を

　
一
般
の
部
　
　
　
　
　
　
成
瀬
　
純
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
口
小
２
年
　
保
護
者
）

　
　
　
　
う
で
見
せ
る

　
　
　
　
炊
事
洗
濯

　
　
　
　
家
事
オ
ヤ
ジ

教
育
長

　
小
学
校
低
学
年
の
部
　
　
大
石
小
２
年
　
山
口
　
早
紀

　
　
　
　
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
黒
と
赤
で
ち
が
う
け
ど

　
　
　
　
き
ょ
う
か
し
ょ
い
っ
し
ょ

　
　
　
　
先
生
い
っ
し
ょ

　
小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
船
津
小
６
年
　
関
　
完
太

　
　
　
　
台
所

　
　
　
　
母
の
と
な
り
に

　
　
　
　
父
と
ぼ
く

　
中
学
校
の
部
　
　
　
　
　
湖
南
中
２
年
　
渡
辺
　
佑
助

　
　
　
　
全
員
で

　
　
　
　
楽
し
く
過
ご
そ
う

　
　
　
　
参
画
社
会

　
一
般
の
部
　
　
　
　
　
　
古
山
　
明
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
津
保
育
所
　
保
護
者
）

　
　
　
　
下
手
だ
け
ど

　
　
　
　
マ
マ
を
超
え
る
か

　
　
　
　
家
事
全
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
（
学
年
は
平
成
22
年
度
で
す
）

　

第
四
回
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て「
標
語
・
俳
句
・
川
柳
」の
募
集
を
行
い
、小
・
中
学
校（
保
護
者
を
含
む
）か
ら
は

２
３
３
１
点
、一
般
・
保
育
所
保
護
者
か
ら
は
23
点
で
合
計
２
３
５
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
８
月
１
日
〜
31
日
間
で
生
涯
学
習
館
に
掲
載
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
く
さ
ん
の
作
品
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
じ
サ
ン
サ
ン
　
　
河
口
湖
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

ひ
と

ひ
と
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マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
大
募
集

中
国
語
会
話
超
入
門
〜
会
話
の
初
歩
か
ら
〜

吉
田
高
校
吹
奏
楽
部
第
41
回
定
期
演
奏
会

河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
か
ら
お
知
ら
せ

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
富
士
山
教
養
講
座

久
保
田
一
竹
美
術
館
町
民
特
別
料
金
の
お
知
ら
せ

募
集

◎
長
浜
ク
ラ
ブ

　
長
浜
・
大
嵐
・
大
石
・

河
口
地
区
に
在
籍
の
方
で

既
婚
者
・
結
婚
暦
の
あ
る

方
、
バ
レ
ー
を
一
緒
に
し

ま
せ
ん
か
？
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。
気
軽
に
遊
び
に

来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
８
時
〜
10
時

　
　
　
　
　
西
浜
小
中
学
校
体
育
館

■
コ
ー
チ
　
半
田
幸
久
、
堀
内
信
広

●
連
絡
先
　
事
務
局
　TEL
０
９
０‐

７
２
８
７‐

４
０
３
１
　
諏
訪
田

◎
船
津
Ｖ
Ｃ

　
い
っ
し
ょ
に
バ
レ
ー
し
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
無
料

体
験
で
き
ま
す
。
体
育
館
履
と
ジ
ャ
ー
ジ
で
来
て
下
さ

い
。
子
ど
も
と
一
緒
に
是
非
ど
う
ぞ
。

■
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
８
時
〜
10
時

　
　
　
　
　
船
津
小
学
校
体
育
館

■
会
　
費
　
月
１
０
０
０
円

●
連
絡
先
　
事
務
局 

TEL
０
８
０‐

５
０
９
１‐

１
６
７
５
　
竹
谷

　
中
央
公
民
館
で
中
国
語
会
話
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
数

名
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

※

そ
の
他
テ
キ
ス
ト
代
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ご

　
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　
　
　
TEL
０
９
０‐

５
２
１
８‐

０
５
４
７
（
渡
辺
）

■
日
　
程
　
６
月
12
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時
30
分 

■
会
　
場
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

■
入
場
料
　
無
料 

（
こ
の
演
奏
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
チ
ャ
リ

　
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
） 

◇
曲
目
：
交
響
詩
「
空
の
精
霊
た
ち
」 

　
　
　
音
楽
劇
「
美
女
と
野
獣
」 

　
　
　
J
A
S
P
E
R
〜
夢
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
！ 

●
問
合
先
　
TEL
０
５
５
５‐

２
２‐

２
５
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
高
校
、
梶
原
・
萩
原
）

「
富
士
山
御
中
道
の
草
花
」

　
富
士
山
御
中
道
の
草
花
の
講
義
と
自
然
観
察
園
で
の

春
の
森
を
歩
い
て
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
程

　
６
月
19
日(

日) 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
講
　
師
　
前
原
　
正
行
さ
ん

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

■
定
　
員
　
15
名 

　
■
費
　
用
　
無
料

※

申
込
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

※

そ
の
他
　
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２-

０
２
５
９
　
山
下

　
今
年
、
久
保
田
一
竹
美
術
館
は
開
館
17
周
年
を
迎
え

ま
す
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
町
民
の
皆
様
に

特
別
料
金
を
設
定
い
た
し
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
　

■
料
　
金
　
大
人
、
大
学
・
専
門
学
校
生
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
高
・
中
・
小
学
生
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※

「
町
民
カ
ー
ド
」
、
「
免
許
証
」
な
ど
町
民
で
あ
る

　
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
久
保
田
一
竹
美
術
館 

TEL
７
６-‐

８
８
１
１

　
音
楽
と
花
の
楽
園 

『
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
森
』
は
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
多
く
の
観

光
客
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
も
５
月
31
日
ま
で
町

民
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト

の
発
行
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
期
間
を
延

長
し
６
月
か
ら
は
『
河

口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
』

の
み
で
発
行
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
６
月
か
ら
は
園
内
の
バ
ラ
が
見
ご
ろ
を
向
か

え
る
な
ど
、
季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
美
し
い
花
が
庭
園

を
彩
り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
楽
し
い
企
画
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用
下
さ
い
。

■
発
行
期
間
　
７
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
　
　
所
　
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森

■
発
行
要
件
　
町
内
に
住
所
の
あ
る
町
民
（
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
住
所
要
件
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
提

　
示
下
さ
い
）

※

一
世
帯
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
す
。ま
た
、
代
理
の
方
へ
の
発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森

　
　
　
　
　
　
TEL
２
０-

４
１
１
１



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
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子
育
て
支
援
講
座
「
森
で
遊
ぼ
う
」

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
【
各
種
教
室
】

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
・
能
力
開
発
講
座

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
〔
在
職
者
訓
練
〕

子
育
て
支
援
講
座「
遊
び
と
暮
ら
し
の
楽
し
い
時
間
」

「
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
」の
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
程
　

　
Ａ
コ
ー
ス
　
６
月
16
日
、
８
月
25
日
、

　
　
　
　
　
　
10
月
20
日
、
12
月
８
日
、
２
月
16
日

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
６
月
23
日
、
９
月
１
日
、

　
　
　
　
　
　
10
月
27
日
、
12
月
15
日
、
２
月
23
日

　
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

■
場
　
所
　　Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
入
口
集
合

■
対
　
象
　
２
〜
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
定
　
員
　
各
８
組
　

■
費
　
用
　
１
組
（
大
人
１
人
、
子
ど
も
１
人
）
２
千
円

■
持
ち
物
　
飲
み
水
・
着
替
え
・
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、

　
　
　
　
　
歩
き
や
す
い
靴

　
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
ー
メ
ソ
ッ
ド
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
視
線

に
加
え
子
ど
も
の
成
長
を
楽
し
む
子
育
て
を
。

■
日
　
程

　
Ａ
コ
ー
ス
　
７
月
７
日
、
９
月
15
日
、

　
　
　
　
　
　
11
月
17
日
、
１
月
16
日

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
７
月
14
日
、
９
月
22
日
、

　
　
　
　
　
　
11
月
24
日
、
１
月
26
日

　
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
10
時
〜
11
時
15
分
　

■
場
　
所
　Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
教
室

■
対
　
象
　
２
〜
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
定
　
員
　
各
６
組
　
■
費
　
用
　
１
組
２
千
円

■
申
　
込
　
６
月
13
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

●
問
合
先
　
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森 

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
大
石
２
９
５
４‐

１

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
６‐

６
８
８
２

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
　in

fo
@
b
a
m
b
ifuji.jp

〜
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
〜
　

　
富
士
山
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
日

本
人
青
少
年
と
外
国
人
青
少
年
が
活
動
・
生
活
を
共
に

し
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
言
葉
を
越
え
た
交
流
を

深
め
る
。

■
開
催
日
　
８
月
３
日
（
水
）
〜
７
日
（
日
） 

４
泊
５
日

■
場
　
所
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
富
士
登
山
、
野
外
炊
飯
、
野
外
ゲ
ー
ム
、

　
　
　
　
　
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
等

■
定
　
員
　
日
本
人
90
名
　
外
国
人
30
名

　
　
　
　
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

■
締
　
切
　
７
月
７
日
（
木
）

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
TEL
０
３‐

６
４
５
９‐

４
６
６
１
　
高
田

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
/k
sk
k
.o
r.jp

＝
板
金
教
室
＝

■
日
　
時
　
７
月
10
日
、
24
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
千
円
　
■
定
　
員
　
先
着
10
名

■
締
　
切
　
６
月
30
日
（
木
）

＝
大
工
教
室
＝

■
日
　
時
　
７
月
17
日
、
24
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
千
円
　
■
定
　
員
　
先
着
10
名

■
締
　
切
　
６
月
30
日
（
木
）

●
い
ず
れ
の
申
込
先
及
び
問
合
先
と
も

　
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　
TEL
２
２‐

５
２
１
４

＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
講
座
＝

■
８
月
４
日
、
５
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

＝
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
Ⅰ
・
Ⅱ
講
座
＝

■
８
月
18
日
〜
　
計
15
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
４
２
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

＝
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
＝

■
８
月
19
日
〜
　
計
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１
　

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

＝
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講
座
総
合
演
習
＝

■
８
月
２
日
、
３
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
受
講
料
３
３
０
０
円

＝
Ａ
Ｓ
Ｐ
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
入
門
講
座
＝

■
８
月
２
日
、
３
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
受
講
料
３
３
０
０
円

＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
講
座
＝

■
８
月
25
日
、
26
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け

て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
費

用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律
８
万
円
（
沖
縄
は
５
万
円
）

※

本
年
度
は
、
次
の
14
地
域
に
つ
い
て
実
施
予
定
で
す
。

①
旧
満
州
　
②
旧
ソ
連
　
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

④
中
国
　
⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
　
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
　

⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
　
⑧
パ
ラ
オ
諸
島
　
⑨
ミ
ャ
ン
マ
ー

　
⑩
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
　
⑪
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑫
イ
ン
ド
　
⑬
マ
リ
ア
ナ
諸
島
　
⑭
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

●
申
込
は
、
山
梨
県
遺
族
会
へ

　
甲
府
市
岩
窪
町
６
０
８
　
TEL
０
５
５-

２
５
２-

７
６
６
４

「
富
士
山
・
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
」



The Kawaguchiko Stellar Theater. The June issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The June issue.

STELLAR  THEATER  NEWSSTELLAR  THEATER  NEWS
河口湖ステラシアター通信６月号

公演名：

このページについてのお問合せは、河口湖 ステラシアター  ７２-５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

ブレッド＆バターブレッド＆バターブレッド＆バター 公演名：2011 森友嵐士 LIVE TOUR2011 森友嵐士 LIVE TOUR2011 森友嵐士 LIVE TOUR
「オレのバラッド」～二人でしか奏でられないものがある～

公演日：平成２３年７月９日（土）
　　　 開場）午後5時00分 
　　　 開演）午後5時30分
会　場：河口湖円形ホール
料　金：指定席 ５，０００円
※未就学児童の入場はご遠慮願います。

チケット
好評発売中

公演日：７月２３日（土）開場）午後4：30　
　　　　　　　　　　 開演）午後5：00
　　　　　 ２４日（日）開場）午後3：30　
　　　　　　　　　　 開演）午後4：00
会　場：河口湖円形ホール
料　金：自由席 ６，０００円　
※３歳以上有料。

☆町民先行予約受付電話番号　　　☎０５５５―７２－５５８８　

チケット
好評発売中

富士河口湖七夕コンサート 
“ＪＵＬＩＡＮＮＥ”
富士河口湖七夕コンサート 
“ＪＵＬＩＡＮＮＥ”

7月25日㊊ 10:30ＡM開場／11:00PM開演

～東日本大震災復興チャリティコンサート～

出演者と観客が一体となる1000人の大合奏
「星条旗よ永遠なれ」「富士山」

富士バンドカーニバル 2011富士バンドカーニバル 2011富士バンドカーニバル 2011

《会　  場》河口湖ステラシアター
《チケット》全席自由　大　　人　 1,000円
　　　　　　　　　  高校生以下    800円
※未就学児度は、保護者同伴につき入場無料。

 

9月17日㊏・18日㊐ 8:30ＡM開場／9:30PM開演

第3回国際ジュニアジャズ
オーケストラフェスティバル
第3回国際ジュニアジャズ
オーケストラフェスティバル
第3回国際ジュニアジャズ
オーケストラフェスティバル
《会　  場》河口湖ステラシアター
《チケット》全席自由　大　　 人　 1,200円
　　　　　　　　　  高・大学生        500円
※中学生以下無料。未就学児入場不可。。

両日
ともに

9/17　大学生ジュニアバンドの部
9/18　中学生・高校生のジャズオーケストラの部

※受取方法で郵送を選ばれた場合、チケット代金の請求書をお届けします。入金が確認できましたら、チケットをお送りいたします。
　尚、書留郵送料５２０円と振込手数料はお客様のご負担となります。

☆町民特別先行予約☆

７月３日（日）一般発売
午前10時より全国一斉発売

公演名：森山良子 デビュー45周年記念 野外“大”協奏曲♪森山良子 デビュー45周年記念 野外“大”協奏曲♪森山良子 デビュー45周年記念 野外“大”協奏曲♪

日　時：平成23年9月3日(土) 
　　　  開場）午後2時　開演）午後3時
会　場：河口湖ステラシアター
料　金：指定席 6，800円
※３才以下のお子様の入場はご遠慮願います。

ゲスト：さだまさし・南こうせつ・山本潤子・白鳥英美子
V3(山本潤子・白鳥英美子・森山良子)

●先行受付日時　　

●チケット受取方法    来館または郵送　
           　　　 　　   ※来館引換期限：7/6（水）から7/15（金）

６月１３日（月）《電話予約のみ》
1:00PM～5:00PM

☆町民特別先行予約☆

６月１９日（日）一般発売
午前10時より全国一斉発売

公演名：

中村あゆみ　ニューアーティストも迎えて中村あゆみ　ニューアーティストも迎えて中村あゆみ　ニューアーティストも迎えて

●先行受付日時　　

●チケット受取方法    来館または郵送　
           　　　 　　   ※来館引換期限：6/22（水）から7/1（金）

６月１３日（月）《電話予約のみ》
1:00PM～5:00PM

ステラ・ミュージック フェスティバル２０１１

歌、司会：中村あゆみ、スペシャルゲスト）小倉智昭
ゲスト：キマグレン　／　＆　？
出　演：曽根由希江、FROMNOU、アルカディア、坂手志帆
日　時：平成23年7月30日(土) 　開場）午後1時45分 　
　　　　　　　　　　　　　　開演）午後2時30分
会　場：河口湖ステラシアター
料　金：指定席 4，500円
　　　  ファミリーシート2席（大人1名＋未就学児～高校生以下1名）  6，500円
　　　  ファミリーシート3席（大人2名＋未就学児～高校生以下1名）10，000円
※３歳以下のお子様の入場はご遠慮願います。尚、観覧可能な母子室はございませんので、予めご了承下さい。
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